
 

 

P.38 証明問題（§８．テンソル代数） 
 
 反変ベクトル Aµと計量テンソル µνg の内積をとってできた νB は共変ベクトルである。 

       B g Aν µν
µ=    ① 

 
［証明］上式の左辺について、 νB が共変ベクトルであると仮定（②）して一般座標変換を

行う。 
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右辺についても一般座標変換を行う。 
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ここで µ λ=  とおいて 
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③と④を見比べると 
       ′ = ′ ′B g Aν µν

µ  

 
となって、座標変換後も①と全く同じ形の等式が成立する。この結果は仮定②が真である
ときにしか成立しない。したがって Bν は共変ベクトルである、という事になる。   ◆ 

 


